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17. Vitamine Da不応症
山田研一，田村泰(千大)
活性型 VDaであるし25・ (OH)2Dsが高値にもかかわ
らず， Osteomalaciaを呈した症剖 1を， 1，25-(OH)2Ds 
が低値であった Osteomalacia症傍 2と内分泌組織学
的に比較検討した。症伊J1は VDの targetorganの
不応性を呈し， そのため臨床症状の改善に多量の 1，25・ 
(OH)2Daが必要とされたと考えられる。一方症例 2は
肝での 25・(OH)D3の合成素の低下または， VDのクヲ
アランスの完進が考えられた。 
18.主ercazolによると思われるリンパ腺種脹を呈し
た甲状腺議能元進症の 1街
三上恵只，平井愛山，伊藤昌明
田中真，篠靖幸一 (国立桧)
症例は35歳男性，甲状腺機能完進症の診断のもとにメ
ノレカゾー ノレ 6錠/日で治境開始約 3遺後より全身の掻捧
感，関節痛，Yンパ謀腫脹を生じた。プロバジーノレに変
えた所以上の症状はすべて損失した。サイオウラシルに
よるリンパ隷腫張の報告はあるが， メノレカゾー ノレによる
とされるレポートはない。技甲状膿剤としては，メノレカ
ゾーノレ，プロバジーノレが主に梗用されており，副作用的
には，頁者にほとんど差がないと考えられる。 
19.高血圧を呈した Laurence-Moon-Biedle華候群
の 1 .w~
渡辺幹夫，鈴木直人，中沢了一
遠藤保利，宍戸英雄，議瓜藤光
(冨立生倉〉 
Laurence-Moon-Biedle症候群は肥満， 網膜急素変
性，知能障害，性器発育不全及び多詣駈痘を主徴とする
比較的議な遺伝註疾患である。今回我々は上記の 5主鍛
を全てそなえ高度の高阜圧を呈した症例を経験した。患
者は26議の男性， 165cm，99.4kg，Penisの短小と尿道
下裂を認め，老手， 左足第 5 指Jij上外額.I1~こ多指駈を認め
た。また 3入の同胞中末の妹も同症侯群と考えられた。
内分泌学的に若干の謝糖能低下の植は異常を認めなかっ 
20.経過中に血液型が変化し，末期iこ Cryp土ococcus 
meningitisを砕発した急性骨髄性自血病の 1倒
浅井隆善，伊藤田尻杉滞ゆり
藤間成徳 (千大〉
木村農〈同・法医学〉 
43議，女性。昭和52年5月入院。 WBC:49500(Mye・ 
loblast: 80%，Auer body (+))， RBC: 232万， Hb: 
7.9，Plat: 4640，Reti: 130声。o ACMP，COAPで完
全寛解したが，入院時表反応でO型であった車液型が，
寛解とともにA型に変っていった。患者車清型，家族車
液型より，本来の患者血按型はA型と患、われた。再発後 
A型血のみを輪車し，末霧に Cryptococcusmeningitis 
を併発して53年9月死亡したが，その後血液型の変化は
見られなかった。 
21. ヒト赤血球 2，3DPGの畠動分析とその応罵
平井愛山，三上恵只，田中真
伊藤田明，譲崎幸一 〈国立柏) 
2，3 DPGは赤血球中の有機リン酸北合物の 60%近く
を出め，赤血球の酸素解離能を調節する主要な菌子の一
つで、その増減辻末梢組織への酸素祭給龍ときわめて密譲
な関孫がある。各種の疾患， とくに血管障害を有する疾
患の診断予後判定の手段のーっとして，自動分析装置を
患いた方法を確立し，県下船議市の住民検診で得た鍵常
人での分布から，正常盤を年齢別性脂 HtJIHこ求めた。
今居辻糖尿病網膜症合許患者の 2，3DPGの変動を報告
した。 
22.肝装患におiナる血中アンギオテンシン I変換辞棄 
(ACE)活性の変動について
。宥賀光， 篠宮王様， 永瀬佳子
森靖信尋， 金井英夫， 末石真
鈴木泰俊，暁星志貴夫，佐藤重明 
(}I鉄〉
山村茂二，加藤誌太部〈詞・検査科〉
各種肝疾患患者血請の ACEを測定し， その経過と 
ACE 値のうごきとの関係について雛察した。測定方法
こ。f は Liebermannの方法に準じた。 その結果は次の通安
である。
1.急性肝炎で詰初期においては ACE活性は高鑑を
しめし， 臨床経過の改善とともに ACE痘も正常化す
る。 
2.慢性活動性肝炎では一時的に GOT，GPTが誌
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下しでも， ACE 1査は持続的に高笹をしめすものが多か
った。 
3. ACE値の正素化した肝炎は， 急性のものでも漫
性のものでも予後は良好でるった。 
23. JI鉄蕎院における尿路感染症分離菖の惑受性分布
佐藤重明，有賀光，明星志貴夫
鈴木泰俊， 金井英夫， 末石真
鶴宮正成 森崎f言尋， 永瀬佳子
()lI鉄)
大星和子，加藤穂太郎(陪・検査科〉 
1978.4，-..1979.3の罰，当院で分離された尿路感染由来
菌の菌種，惑受性分布について報告した。分離菌株は外
来320株，入院446株である。菌種は E.Coli，Ps. aeru-
ginosa，Klebsiellaなどが多いが入院では Serratia， 
Candida，プ非発酵詮グラム陰性拝蓄が増加しつつある。
惑受性では E.Coliの Pcsの百計生化がめだっが CEs
謝性菌は予想、よ P少くない。 Ps.aeruginosaのアミノ
グFコシド耐性麗は10%前後で、ある。 
24.妊娠 8カ月に発症したクリプトコッカス脳脊髄摸
炎の症剖
佐藤信一，尾世JI正明〈成田赤十字〉 
28識の女性が妊娠8カ月でクリプトコッカス脳脊髄護
炎を発症。髄液の墨汗染色と壇養によって確定され，ア
ンホテヲシンB1000mgと5FC6 g!dayが投与され， 
5カ月後に症状が改善した。クリプトコッカス症と妊娠
について，妊娠後期に，グノレココルチコイドが上昇し，
易感染性と症状の潜伏，クリプトコッカスの散布がもた
らされるという報告があ歩，基礎疾患のない本症例にも
詞様の機序が推察される。
